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研究成果の概要（和文）：行動問題を示す自閉症児の保護者支援を「療育支援」と「保護者自身への支援」の2
つの観点から整理し、統合化した保護者支援プログラムを開発することを目的とした。本研究の結果、保護者の
実態、自閉症児の行動問題の程度に応じた、主体的な療育を促す5つの支援アプローチが以下に示された。①学
校での指導を充実させるための保護者連携、②保護者による行動問題の予防的介入、③保護者による行動問題へ
の機能的アセスメントに基づく積極的介入、④保護者自身の課題に対するメンタルヘルス支援、⑤ ③と④の統
合型支援。さらに、各アプローチを小学校、特別支援学校において適用した結果、親子両方への効果を明らかに
することができた。

研究成果の概要（英文）：This study was developed parent support programs to proactively improve 
behavior problems for children with autism spectrum disorders. The programs integrated the support 
to enhance parents' capacity to promote their children's development and the support to manage their
 own emotions, cognition, and behavior. Results indicated five support approaches according to sense
 of coherence in parents and child’s behavior problems. (1) parent involvement to develop 
interventions in a school, (2) parent-implemented intervention to teach skills to a child, (3) 
parent-implemented functional assessment-based intervention to reduce child's behavior problems, (4)
 mental health support for parents reported high levels of stress, (5) the support integrated 
parent-implemented functional assessment-based intervention and mental health support for parents 
reported high levels of stress. The effect of each approach on both parents and children was shown 
in elementary schools and special schools.

研究分野： 発達障害臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

自閉症児をもつ保護者への支援には、保護
者が子どもに対して介入することを目的と
した、子どもへの具体的な療育に関する知識
やスキルを教授する「療育支援」がある。し
かしながら、こうした支援について、問題の
解決がもっぱら家族に依存し、家族が疲弊の
極みにあることも少なくない現状がある。特
に、自閉症児の保護者は多くの研究で高いス
トレスを示すことが指摘されており、自閉症
児の保護者が子どもに体系的な介入を継続
することは困難である可能性が高いと考え
られる。さらに、自閉症児が行動問題を示す
場合、保護者の療育に対する否定的な捉え方
が増大したり、夫婦間の療育に対する考え方
のずれが生じたりといったように、より保護
者が療育に向き合いにくくなる。こうした保
護者に対して、ストレス管理などの「保護者
自身への支援」が必要となる。 

これらの「保護者自身への支援」と併せた
「療育支援」の効果が実証された具体的な支
援プログラムはみられず、「保護者自身への
支援」を統合した、保護者が主体的に療育に
携わることを目的とした支援プログラムが
求められると考える。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、行動問題を示す自閉症児の保
護者支援を「療育支援」と「保護者自身への
支援」の 2 つの観点から整理し、統合化した
包括的な保護者支援プログラムを開発する
ことを目的とした。第 1 に、行動問題を示す
自閉症児をもつ保護者へのニーズ調査およ
び事例研究を実施する。第 2 に、ニーズ調査
の結果に加えて、研究代表者によるこれまで
の保護者支援に関する研究成果をもとに、保
護者自身への支援を含んだ包括的な支援プ
ログラムを開発し、学校現場において適用す
る。自閉症児への効果と併せて、保護者の身
体的な健康やストレスや不安といった心理
的な要因を含めて客観的な評価を行う。それ
らの効果の検討と併せて、教師が保護者支援
を実施する際の条件と課題を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）行動問題を示す自閉症児の保護者に対
するニーズ調査及び事例研究 
１）保護者に対するニーズ調査 
 自閉症児の行動問題（CBCL で測定）、知
的障害の有無、保護者の人生をプラスに志向
する感覚であるストレス対処力（Sense of 

Coherence; SOC）を基にした保護者のタイ
プに応じたニーズの違いを明らかにし、実態
に応じた支援について検討した。複数地域の
保護者 419 名に質問紙を配布し、186 名の回
答を得た中で、小中学生の ASD 児をもつ保
護者 104 名を対象とした。SOC と CBCL の
T 得点を基に構成した対象者群のニーズ得点
の違い、知的障害の有無と CBCL の T 得点
を基に構成した対象者群のニーズ、SOC の得

点の違いを分析するため、ノンパラメトリッ
ク検定を行った。 

２）教師に対する行動問題を示す自閉症児の
保護者との連携に関する調査 
 通常の学級担任が行動問題を示す自閉症
児の保護者と連携しながら介入を行うプロ
セスとそれにかかわる要因を明らかにする
ことを目的とした。行動問題を示す自閉症児
の保護者と連携し問題解決を図ってきた、通
常の学級担任であった大学院生を主とした
10 名を対象とした。対象者や事例の属性に関
する内容をフェイスシートに記入を求めた
後、1 対 1 の半構造化面接を行った。①行動
問題を示す自閉症児に対する介入内容、②介
入に伴い、保護者とどう連携してきたか、③
児童の実態や課題、介入方針について保護者
と共通認識を得られたか、について時系列で
語るよう促し、最後に、④自閉症児が行動問
題を示すことは保護者との連携を促しやす
いか、⑤学校が保護者と連携する意義につい
て聞き取りを行った。面接時間は平均 68.5

分であった。インタビュー内容は許可を得て
IC レコーダーに録音し、録音したデータをも
とに逐語に書き起こした。逐語禄を、修正版
グラウンデッド・セオリー・アプローチ（木
下，2003）を用いて分析した。 
３）行動問題を示す自閉症児の保護者を対象
とした事例研究 
 行動問題を示す自閉症児に対して、高いス
トレスをもつ母親が機能的アセスメントに
基づく介入を家庭で実行するための支援の
効果を検討した。自閉症児は自らを否定的に
語ることがみられ、遊びをやめる際に机をけ
るなどの行動問題を多く示した。母親はこれ
らの行動が生じる原因は自らの言動である
と捉えていた。面接では、母親の記録に基づ
き、行動問題が生起した、および生起しなか
った状況や要因、介入方略を語るよう促し、
特に母親の適切な対応を強調し望ましい結
果を称賛した。 
（２）行動問題を示す自閉症児の保護者支援
プログラムの開発及び適用 
 自閉症児の行動問題の状況、及び保護者の
タイプに応じた、療育支援と保護者自身への
支援の組み合わせのカテゴリーを仮説的に
構成し、支援プログラムを作成した。さらに、
小学校、特別支援学校において、支援プログ
ラムを適用し、効果を検証した。 

 
４．研究成果 
（１）行動問題を示す自閉症児の保護者に対
するニーズ調査及び事例研究 
１）保護者に対するニーズ調査 
 行動問題を多く示す自閉症児をもつ、SOC

の把握可能感が低い保護者は、「情報に関す
るニーズ」「他者への説明方法に関するニー
ズ」が高いことが明らかになった。それらの
保護者に対しては、行動問題の知識や技術を
提供しながら理解を高め、保護者のストレス
に配慮しながら日々の状況のモニタリング
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Fig. 1　保護者の実態に応じた支援プログラム
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を促す支援が必要とされると考えられた。ま
た、行動問題を多く示す知的障害のない自閉
症児をもつ保護者は、保護者自身や家族に関
する支援に加えて、関係者への子どもの状態
に関する説明を可能にする支援が重要であ
ることが示唆された。把握可能感といった保
護者の実態に関するアセスメントの重要性、
それらのアセスメントに基づく支援のあり
方を検討する必要が明らかになったと言え
よう。 
２）教師に対する行動問題を示す自閉症児の
保護者との連携に関する調査 
 自閉症児の介入を行い学校の様子や介入
に関する情報開示をしながら、行動問題への
対応に関して保護者の参画を高め、行動問題
の減少などの成果等を共有するといった、保
護者との協働プロセスが明らかになった。こ
うしたプロセスの中で、担任は保護者に対す
るコミュニケーションの工夫を日々行って
いた。また、校内支援体制、担任の教師とし
ての役割認識がこうした連携を可能にする
ことが示された。しかしながら、学校におけ
る行動問題が減少することを目的として保
護者と連携するにとどまり、家庭内での行動
問題に対する介入までには至らないことも
示唆された。 

３）行動問題を示す自閉症児の保護者を対象
とした事例研究 
 母親は行動問題の先行事象や結果事象お
よび介入方略を自発的に語ることがみられ、
行動問題は減少した。長男や自らの肯定的な
評価、望ましいかかわりに関する語りもみら
れた。さらに、母親の精神的健康度が上昇し、
不安水準も低減した。以上の結果から、自閉
症児の行動問題が限定的な場面で示されて
いた場合、把握可能感が低いと推測される保
護者に対しては、介入の主体性を促す、母親
の記録に基づく保護者の強みを強調する支
援者のアプローチの効果が示された。 

（２）行動問題を示す自閉症児の保護者支援
プログラムの開発及び適用 
１）支援プログラムの開発 
（１）の結果およびこれまで筆者が実施し

てきた事例研究の結果より、保護者の把握可
能感、自閉症児の行動問題の程度に応じた、
主体的な療育を促す支援のタイプを Fig. 1に
示した。①学校での指導を充実させるための
保護者連携アプローチ、②保護者による行動
問題の予防的介入アプローチ、③保護者によ
る行動問題への機能的アセスメントに基づ
く積極的介入アプローチ、④保護者自身の課
題に対するメンタルヘルス支援アプローチ、
⑤保護者への統合型支援アプローチ―保護
者による機能的アセスメントに基づく介入
と保護者のメンタルヘルス支援―。併せて、
支援の内容や方法を明らかにした。 

２）支援プログラムの適用 

小学校、特別支援学校において各アプロー
チを適用し、実地研究を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保護者連携アプローチ」では、特別支援
学校の教師を対象に保護者面接の基本的ス
キルの講義と演習を取り入れた全 5回の研修 

を実施し、その効果を検証した。その結果、
模擬面接において、傾聴行動、事実の聞き取
り行動、強化する行動といったコミュニケー
ション行動の増加がみられた。 

「予防的介入アプローチ」では、特別支援
学校の特別支援教育コーディネーターによ
るコンサルテーションを通して、母親が自閉
症のきょうだい児に対して家庭で介入を行
った。その結果、きょうだい児両者が帰宅後
の片付けを一人でできるようになった。段階
的な介入の導入、母親による記録の効果が示
された。 

特別支援学校において、自閉症児の行動問
題への「積極的介入アプローチ」を 3 事例に
対して実施した。1、2 事例目では、担任の継
続的な介入の結果、行動問題は減少し、保護
者の自閉症児へのかかわりが変容した。保護
者に対して記録によるモニタリングを促し
たり、学校で事前に指導した内容を家庭に導
入したりするなど、整理した支援内容や方法
の効果が示された。さらに、特別支援教育コ
ーディネーターによるコンサルテーション
や事例検討会における、介入計画の定期的な
検討機会、担任への肯定的なフィードバック
が継続的な保護者支援の実行につながった
と示唆された。さらに、1 事例目では教師と
保護者の関係尺度、2 事例目では母親の精神
的健康度の改善がみられた。3 事例目では学
校での教育相談を定期的に実施した。特別支
援教育コーディネーターが個別指導を行う
中で、自閉症児とのかかわり方について保護
者にモデルを示しながら助言し、成果がみら
れてきた。 

さらに、場面緘黙を伴う、知的障害のない
自閉症児の母親と小学校特別支援学級担任
を対象に、保護者と学校の相互作用を促すた
めのコミュニケーションや協働のスキルと
いった、保護者と学校の協働の方法に焦点を
当てるコンジョイント行動コンサルテーシ
ョンを実施した。その結果、支援者による対
象児への直接的な介入を行わなかったが、対



象児の学校生活での活動参加、コミュニケー
ション手段が増えた。担任と母親の両者を交
えて介入内容・方法を決定したことは、両者
の日々のやりとりを増やし、相互のやりとり
から強化される関係を形成したと考えられ、
両者の取り組みを促したのではないかと推
測される。 

「統合型支援アプローチ」では、小学生 2

事例において、保護者に対して、子どもの行
動に関する ABC 分析を促す支援を行った。
その結果、支援者から具体的な介入案を提示
しなかったものの、母親の行動変容及び子ど
もの行動変容がみられた。適切な子どもへの
対応といった保護者の強みを強調した、保護
者自身の行動のモニタリングの有効性が示
された。 

今後は、各アプローチの事例研究を学校現
場で蓄積していくなかで、行動問題を示す自
閉症児の保護者の実態に応じた支援プログ
ラムを精緻化する必要がある。特に、「学校
での指導を充実させるための保護者連携ア
プローチ」、学校関係者も参画する「保護者
自身の課題に対するメンタルヘルス支援ア
プローチ」の事例研究が求められる。また、
本研究で開発した保護者支援プログラムの
具体を適用するにあたり、学校においては保
護者と連携する方法論が乏しい現状があっ
た。多くの教師に対して、保護者とともに問
題解決を図ることを目的とした協働のため
の知識や技術を提供する必要性が高く、保護
者支援に関する系統的な教師研修プログラ
ムの検討を行う必要があると考えられる。 
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